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2016 ST 2J第二篇 神と神の道を知る
*神の心の願い

Ⅰ 神は私達が彼を認識することを喜ばれます /ホセア6:3 ホセア6:6
「わたしは…全焼のささげものよりも神を知ることを喜ぶ」

A 神を知ることを追い求めます：私達が神を知ることを、神は喜びます。ですから、神が願うのは、私達が「エホバを知ることを追い求め」ることです /ホセア6:3,6:6

B 神を知ることは、神に仕えることより重要です：私達が神を知ることは、私達が神に仕えることよりも重要です /ホセア6:6

• 私達は神に仕えるだけで、神を知ることを追い求めないのであってはなりません。私達が神に仕えることは、私達が神を知ることに基づいています。 /ホセア4:6

*私達の必要

Ⅱ ですから、私達は「神に対する感覚」を養う必要があります /Ⅰペテロ2:19;Ⅱペテロ1:2,8 Ⅱペテロ3:18
私達は、神の対する感覚と、神を知る全き知識を持つ必要があります。

A 私達の神に対する感覚は、神との交わりの中にあります：神との関係の感覚が示していることは、人が神との親密な交わりの中に生きていて、神に対して正
しい純粋な良心を持ち、保っているということです /Ⅰテモテ1:5. ローマ9:1. Ⅰヨハネ2:27

B 絶えず主と交わることで、神を知る全き知識を持つことができます：神を知る全き知識とは、経験上、神を知ることです /Ⅱﾍﾟﾃﾛ1:3-4,Ⅱペテロ3:18

• 三一の神を知る全き認識とは、彼の神聖な命と神聖な性質に私達があずかり享受し、主の知識（主の知識とは真理、すなわち、彼であるすべての実際と等しい）の中で成長
し、真理を認識することによって成長することです /ヨハネ8:32,17:17

*私達は絶えず神に求めます

Ⅲ 神を認識するには、神の道を認識する必要があります /出33:13 詩103:7
「どうか今あなたの道を知らせてください」、「彼は、ご自身の道をモーセに知らせられた」

A 神が事を行なう原則：神の道を知るとは、神が事を行なう原則を知ることです /創18:23-32．民16:46．サム上15:22．サム下24:24．イザヤ55:10-11

B 神が私達を対処する方法：神の道とは、彼が私達を対処する方法です。 彼の道は、私達の道よりも高いです /イザヤ55:9

C 神が私達に関して行ないたい事：神の道とは、神が私達に関して行ないたい事、彼が私達に関して行なう選択です /エペソ1:5,9

D 神の道を認識することを学ぶ：私達は神の道を知ること、すなわち、神が私達を対処する方法を知ることを学ばなければなりません /出33:13 ピリピ2:21 箴3:6 出34:8

神の民の間の大きな問題は、彼らがあらゆる事で自分を中心としており、自分の利益を謀っていることです。今日の信者たちの間の大きな必要は、神の道を知ることと神の道を喜

ぶこととを学ぶことです

E 神の道を受け入れる：啓示によってのみ、人は神ご自身を知ることができます。服従によってのみ、人は神の道を知ることができます /ﾏﾀｲ11:25-26 エペ1:17 ヨブ42:5-6

• 私達はまず啓示を持たなければならず、そうしてはじめて神の道を受け入れることができます

F 彼を私達の神とする：私達は神の道を知り、受け入れるために、神を私達の父（命）として知るだけでなく、私達の神（権威）としても知る必要があります /ヨハネ20:17 ローマ11:33

• 神を父として知ることは一つの事であり、神を神として知ることは別の事です。私達は自分が神の子供たちであるだけでなく、彼の奴隷でもあることを、見る必要があります。そうする

なら、私達は彼を礼拝し、 彼の道を受け入れるでしょう /Ⅰﾖﾊﾈ3:1 雅歌1:1 啓1:1, 22:3

G 神の道にしたがって神を礼拝する：私達の霊的前途のすべては、私達が神の道にしたがって神を礼拝することができるかどうかにかかっています

• すべての真実な礼拝は、神を知って神から啓示を受けることからやって来ます （啓示を得る道を受け入れる対処を受け入れる神の前にひれ伏す） /ヨハネ9:38 マタイ8:2

• 私達の心は、神によって一つの点へともた らされて、神の御前でひれ伏して、次のように言わなければなりません、「あなたが選択する事のゆえに、わたしはあなたを礼拝します。

また、あなたがわたしのために定めた事のゆえに、わたしはあなたを礼拝します」。
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ヘブル語では、「知る」という動詞は一つしかなく、旧約聖書はすべて「知る」と訳している。
ギリシャ語では、「知る」に客観的な知る「ギノスコ」と主観的な知る/認識「オイダ」の二つがある
この篇において「知る」と訳されている言葉は、おもに客観的な「知識」ではなく、主観的な「認識」を指している



第二篇 （続き）
* 神の応答

Ⅳ 神はすでに「神を知る機能」を私達に与えています /出33:13 詩103:7 出34:5-7,10-27 …Ⅰﾖﾊﾈ5:20 注解
「わたしがあなたを知り……ますように」

A 永遠の命には神を知る機能があります：永遠の命とは神聖な命であり、この命は神とキリストを知る特殊な機能を持っています /ヨハネ17:3 注解 ﾏﾀｲ11:27
• 信者たちは、神聖な命から生まれているので、神とキリストを知ることができます。一方で、神聖な命が成長すればするほど、ますます神を知ります。もう一方で、命を認識す

ればするほど、ますます成長します（この二つは循環です） /ヘブル8:11 コロサイ1:10

B 命の法則と油塗りによって内側で神を主観的に知る （二つの手段） /ヘブル8:10 、8:11 註解
「彼らはそれぞれ同じ国民に、またそれぞれ兄弟に教えて、『主を知れ（ギノスコ）』と言うことは決してない．
それは、小さな者から大きな者まで、彼らがみな、わたしを知る（オイダ）からである」

1 神の性質を知る：神ご自身を知ることは、神の性質を知ることです。
2 神は命の法則を私達の霊に置かれた：この法則は私達の霊から、私達の内側の各部分、すなわち、私達の思い、感情、意志などへと広がり、いくつかの法則となります（複数）。

命の法則の機能によって、私達は内側の 命の方法において神を知ります

3 命の法則を通して：神の命から来る命の法則はおもに、神の命の特徴である神の性質を私達に知らせます。

油塗りを通して：神の聖霊から来る油塗りの教えはおもに、神ご自身を私達に知らせます。 /Ⅰヨハネ2:20,27

C 環境の中で常に経験して、理解力が更新され、神聖な実際 aletheia もまた私達の内側へ徐々に造り込まれ、この真実な方を知るようにします。

最終的にこの真実な方の中へと合併されます /Ⅰヨハネ5:20 エペソ4:21
神の御子は来て、真実な方、すなわち、真であり実際である神を知る理解力を私達に与えてくださいました

1 思いの霊の中で：「理解力」は、私達の思いの機能であり、実際の霊によって照らされ、力づけられて、再生された霊の中で神聖な実際を理解します /エペソ4:23

2 照らされ更新される：「知る」は、神聖な命の能力であり、わたしたちの霊の中で、照らされ新しくされた思いを通して、真の神を知ります /エペソ1:17-18

3 神を主観的な/真実な方とする：「真実な方」が指すのは、客観的な神が私達の生活と経験の中で主観的な実際となることです。 /Ⅰヨハネ5:6

4 個人的なキリストを認識することから：「これ」が指しているのは、肉体と成ることを通してやって来て、彼が真の神であることを私達に知らせ、彼の御子イエ ス・キリストにおいて彼と有
機的に一にならせる 能力を私達に与えてくださった神です。

5 団体のキリストを知るに至る：「これ」は、真の神とイエス・キリストを指しており、彼の中に私達はいます。これが含む事実とは、私達がこの方の中に、すなわち、真実な方の中にいると
いうことと、私達が真実な方を知っているということです。

*結果

Ⅴ 私達は神を知る民となり、力を示して事を行ない、神のために新しい地を切り開きます /ダニエル11:32
「自分の神を知る者たちは、力を示して事を行ないます」

A (存在)神を知り力強くされる：神を知ることは私達を力強くします。私達の力は、私達がどれだけ神を知っているかにかかっています /エペソ1:17,3:16

B (行ない)神を知っている者は力を示して事を行なう：神を知っている人たちだけが、力を示して事を行ないます /ダニエル11:32

• 神を知っている人たちは、力強くなって事を行ない、自分の視野を広げ、自分の限界を拡張し、神のために新しい地を切り開き、神の御旨が天で行なわれているように地
でも行なわれるようにします。今日、地上において神は、このように神を知っている人たちを必要とします。

結果

神を持つことだけが神を認識することができる (ﾏﾀｲ11:27)ので、命の成長によってさらに神を認識することができます


